
　
―
―
愛
知
県
建
設
業
協
会
は
ど
ん
な

団
体
で
す
か
。

　
藤
本　

当
協
会
は
、
昭
和
二
十
二
年

十
二
月
に
愛
知
県
土
建
協
会
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
上
部
団
体
は
全
国
建
設

業
協
会
（
会
長
・
近
藤
晴
貞
西
松
建
設

会
長
、
本
部
・
東
京
都
中
央
区
＝
略
称
・

全
建
）
で
四
七
都
道
府
県
に
下
部
組
織

が
あ
り
、
う
ち
も
そ
の
一
つ
で
す
。
た

だ
同
じ
よ
う
な
団
体
は
他
に
日
本
建
設

業
連
合
会
（
会
長
・
山
内
隆
司
大
成
建

設
会
長
、
同
＝
日
建
連
）
が
あ
り
地
方

に
支
部
組
織
を
持
っ
て
い
ま
す
。
日
建

連
は
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
が
メ
ン
バ
ー

（
会
員
一
四
一
社
、
五
団
体
）
で
あ
り
、

建
設
業
協
会
は
基
本
的
に
そ
の
地
方
に

本
社
の
あ
る
建
設
業
者
が
会
員
で
す
。

会
員
は
全
体
で
約
二
万
社
。
当
協
会
の

会
員
は
一
五
六
社
と
一
三
団
体
で
す
。

　

以
前
は
ゼ
ネ
コ
ン
名
古
屋
支
店
な
ど

も
会
員
で
し
た
が
一
〇
年
ほ
ど
前
に
退

会
し
ま
し
た
。
入
会
金
も
規
模
別
な
の

で
収
入
面
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ラ
ン
ク
の
違
い
、
会
の
在
り
方
を
考
慮

し
て
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
―
―
協
会
の
主
な
活
動
は
？

　
藤
本　

国
交
省
な
ど
行
政
か
ら
発
信

さ
れ
る
法
令
・
動
向
の
普
及
活
動
が
主

で
す
。
法
令
の
講
習
会
や
研
修
を
行
っ

た
り
、
団
体
と
し
て
は
若
い
人
の
入
職

時
の
集
団
説
明
会
。
ま
た
高
校
へ
出
向

き
土
嚢
づ
く
り
の
出
前
授
業
な
ど
の
啓

蒙
活
動
。
建
設
業
の
役
割
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
各
種
広
報
活
動
。

　

当
然
、
会
員
相
互
の
資
質
向
上
の
た

め
、
協
会
内
に
あ
る
土
木
、
建
築
、
労

務
、
環
境
対
策
、
災
害
対
策
各
委
員
会

で
担
当
理
事
会
社
中
心
に
研
究
・
調
査

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
は
国
交
省
指
導
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
対
応
を
要

請
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
場
を
含
め
た
Ｉ

Ｔ
化
や
Ａ
Ｉ
化
、
同
時
に
週
休
二
日
制

や
女
性
進
出
な
ど
近
代
建
設
業
へ
の
脱

皮
も
急
務
で
す
。

　

ま
た
協
会
長
と
し
て
建
設
業
退
職
金

共
済
愛
知
県
支
部
長
と
か
公
共
事
業
の

前
払
い
金
保
証
な
ど
を
す
る
東
日
本
建

設
業
保
証
会
社
（
本
社
東
京
都
）
の
取

締
役
も
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　
―
―
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
ね
。

　
藤
本　

や
は
り
一
つ
は
急
速
に
進
む

技
術
進
歩
、
も
う
一
つ
は
人
手
不
足
へ

の
対
応
で
す
。

　

元
来
、
建
設
業
は
景
気
調
節
弁
的
産

業
の
側
面
が
あ
り
ま
し
た
。
不
況
時
の

雇
用
増
の
た
め
人
海
戦
術
手
段
で
す
。

と
こ
ろ
が
人
口
減
少
社
会
に
な
り
、
そ

れ
は
限
界
に
来
て
い
ま
す
。
私
見
で
す

が
や
っ
と
原
点
に
立
ち
戻
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
製
造
業
は
そ
れ
を
二
〇
年

前
に
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
今
や
工
場
は

ロ
ボ
ッ
ト
が
主
で
無
人
化
し
て
い
ま

す
。
従
業
員
は
居
て
も
エ
ア
コ
ン
の
効

い
た
室
内
で
作
業
し
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

も
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
建
設
業
は
炎
天
下
、
汗

み
ず
く
で
人
海
戦
術
的
な
展
開
。
ま
も

な
く
公
道
を
自
動
運
転
車
が
走
行
す
る

と
言
わ
れ
る
時
代
に
、
高
い
所
な
ど
危

険
な
場
所
で
作
業
を
し
て
い
る
。
た
だ

ゼ
ネ
コ
ン
は
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

（
建
設
）
で
な
く
て
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
（
契

約
・
請
負
）
で
現
場
作
業
は
や
ら
な
い
。

　

建
設
業
の
Ｉ
Ｔ
化
は
で
き
ま
す
。
う

ち（
矢
作
建
設
）で
も
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
測
量
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
、ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
を
自
動
制
御
す

る
方
法
を
駆
使
し
て
工
業
団
地
の
造
成

を
五
年
前
に
実
施
し
ま
し
た
。
公
共
事

業
で
は
仕
様
が
決
め
ら
れ
て
難
し
い
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
民
間
な
ら
可
能
で

す
。

　

そ
う
い
う
動
き
を
あ
ま
り
聞
か
な
い

の
は
現
在
、
各
社
に
は
生
産
性
の
高

い
四
、五
〇
代
の
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

マ
ー
が
中
堅
で
頑
張
っ
て
い
る
の
で

ひ
っ
迫
感
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
も

う
一
〇
年
は
や
っ
て
行
け
る
で
し
ょ

う
。
だ
が
そ
の
後
は
難
し
い
。

　

現
在
は
投
資
効
果
が
見
え
に
く
い
の

で
先
行
投
資
し
な
い
の
で
し
ょ
う
が
そ

の
時
に
な
っ
て
で
は
手
遅
れ
。
ま
た
同

時
に
経
営
自
体
の
省
力
化
、
Ｉ
Ｔ
化
も

進
め
て
い
く
。
そ
の
指
導
、
講
習
会
は

協
会
で
実
施
し
て
い
ま
す

　

一
方
で
後
継
者
難
も
あ
り
ま
す
。
外

国
人
労
働
者
へ
の
対
応
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
言
葉
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、

欧
米
の
よ
う
に
本
格
的
な
移
民
政
策
で

対
応
し
な
い
と
付
け
焼
刃
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　
―
―
愛
知
県
建
設
業
協
会
の
特
色

は
？

　
藤
本　

国
交
省
や
愛
知
県
、
名
古
屋

市
と
当
協
会
で
災
害
時
支
援
協
定
を
結

ん
で
い
ま
す
。
他
府
県
で
災
害
が
起
き

た
と
き
に
国
交
省
の
要
請
で
復
旧
支
援

に
出
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
時
も
行
き

ま
し
た
。
ま
た
愛
知
県
、
名
古
屋
市
で

起
き
た
時
も
当
然
出
て
い
き
ま
す
。
そ

の
た
め
に
日
頃
か
ら
行
政
機
関
と
連
携

し
、
防
災
訓
練
等
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。

　
―
―
今
後
の
方
向
性
・
抱
負
は
？

　
藤
本　

一
つ
は
建
設
業
協
会
の
認
知

度
を
高
め
る
事
。
ス
テ
ー
タ
ス
・
ア
ッ

プ
で
す
が
二
つ
目
は
そ
れ
に
つ
な
が
り

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
陳
情
団
体
か
ら

政
策
提
言
集
団
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
。

　

六
月
に
中
経
連
が
「
中
部
圏
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
新
ビ
ジ
ョ
ン
を
提

言
し
、
名
古
屋
の
ハ
ブ
化
を
示
す
な
ど

し
ま
し
た
が
、
我
々
は
要
る
道
路
、
要

ら
な
い
道
路
と
か
危
険
度
や
コ
ス
ト
な

ど
業
者
だ
か
ら
分
か
り
ま
す
。
ソ
フ
ト

面
が
分
か
る
側
と
共
闘
す
る
な
ど
し

て
現
実
的
な
提
言
を
し
て
い
く
。
例

え
ば
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
た
ら

一
七
〇
兆
円
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
と

言
わ
れ
、
防
災
に
三
八
兆
円
以
上
か
か

る
と
言
わ
れ
る
が
、
ど
こ
か
ら
や
る
の

か
優
先
順
位
を
考
え
る
。
政
策
提
言
に

よ
り
認
知
さ
れ
る
集
団
に
な
り
質
的
転

換
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

愛
知
県
建
設
業
協
会
　
藤
本  
和
久
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
国
や
街
の
イ
ン
フ
ラ
造
り
を
担
い
、
支
え
る
土
木
建
設
業
。
だ
が
昨
今
の
災

害
や
人
口
減
少
、
Ｉ
Ｔ
化
な
ど
の
大
波
で
大
き
な
転
機
に
あ
る
よ
う
だ
。
そ
う

し
た
難
題
山
積
の
中
、
今
年
六
月
、
一
般
社
団
法
人
・
愛
知
県
建
設
業
協
会
会

長
に
就
任
し
た
矢
作
建
設
工
業
会
長
、
藤
本
和
久
氏
（
六
十
五
歳
）
に
話
を
聞

い
た
。技

術
進
歩
や
人
手
不
足
へ
の
対
応
を
進
め

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
建
設
業
界
目
指
す
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